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分かちあいの心

ロータリーは

【桜】

 
 ４月に入り、桜は満開となりました。我家の庭

のチューリップも赤、白、黄色ときれいに咲き誇

っています。大変過ごしやすい穏やかな季節とな

りました。 

 先月の３月２７日に島田ロータリークラブ会員

の福地忍様がご逝去されました。３月２９日のお

通夜に私と青島副会長、栗原理事、松葉義之君の

４名でお伺いいたしました。半年ほど入院なさっ

ていたようでしたが突然、様態急変したそうです。

安らかにお眠りになっていました。告別式には青

島副会長、栗原理事が出席して下さいました。 

 ２００１―２００２年度第５分区ガバナー補佐

を元会員の小澤様が努めたおり、任期なかばにご

病気になられたため、途中でのガバナー補佐交代

を福地様にお願いしましたところ、快く引き受け

てくださり、無事ＩＭを行うことができました。

我クラブにとって大恩人です。ご冥福をお祈りい

たします。 

 来週は、創立記念夜間例会です。志太豊にお越

ください、さくらが残っているとよいですね。  

■ 理 事 会  報 告             青島 彰君 
• ５月プログラムが承認されました。一部プログラ

ムの変更があります。 
• ４月３０日（水）新旧役員引継ぎのための会議が

１２時３０分より開催されます。場所：小杉苑 

■ 幹 事 報 告                 青島 彰君 
• ＩＲ日本事務局より「２００７年手続要覧」が届

いています。 

• 地区ガバナーより会長賞申込についての案内が

届いています。 
• 藤枝市・岡部町社会福祉協議会合併調印式の案内

が届いています。 
• 藤枝市社会福祉協議会より評議員推薦依頼が届

いています。 
• 藤枝市国際友好協会より平成２０年度役員会開

催の案内が届いています。 
• 藤枝子どもと本をつなぐ会より５周年記念誌が

届いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 出 席 報 告          鈴木 廣利君 
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

26／38 68.42％ 26／38 68.42％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○森下君 ○水野君 ○望月晃君 飯塚君 板倉君 

落合君 鈴木舜君 鈴木晶君 仲田晃君 村松徳君 

望月志君 山田君 

結婚記念日おめでとうございます！ 

【青島克郎君ご夫人・青島彰君ご夫人】 
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■ ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ     松葉 義之君              
• 誕生日のお祝いありがとうございます。 

松葉 隆夫君 
• 家内の誕生お祝いを頂き本当に有難うございま

した。                 酒向 謙次君 
• だんだんソエンになってきました。一緒になって

２０年が経ちました。気持ちを切り換えて又、や

りなおします。                   鈴木 廣利君 
• 結婚４４年になります。お互いの努力のたまもの

と感謝しています。             松葉 義之君 
• 結婚して５０年、長いようで短い月日でした。 

杉浦 良一君 
• 結婚祝ありがとうございます。     青島 克郎君 
• 結婚して３５年になりますが、だんだんとダシが

きいてきたのか味わいのある夫婦となってきた

と私は思っています。              青島 彰君 
• 本日は結婚記念で例会へのお招き有難うござい

ます。私の忍耐でここまで持ちこたえて来られま

した。（千代）来年まで一緒にいましたらまたご

招待下さい。（節子）     青島克郎、彰 両家内 
• 本日「志太の風」がお手本にあります。志太経済

懇話会の広報紙です。読んで下さい。尚、私「大

塚」が２年間会長を務めました。   大塚 博巳君 

スマイル累計額 ４８９，０００円 

■ 委 員 会 報 告                       
クラブ広報担当リーダー 石垣 善康君 

『ロータリーの友４月号概略』 
４月は 雑誌月間です。 
雑誌とは－日本ではロータリーの友、世界各国で

発行されているロータリアン向けの雑

誌と英語版のザ、ロータリアンです。 
全てのロータリアンは雑誌の講読を義務づけられ

ています。 
Ｐ１－ＲＩ会長メッセージ 

ニーズがあるとき、危機や緊急事態が存在する

とき、ロータリーはそこにあります。 
どのような危機に際しても私たちは人々とと

もにあって、遠く離れたところから操作 

するのではないという事を。 
Ｐ１２－ロータリーの友を読んでますか  

あるクラブでは、ミニ紹介スピーチを計画して

います。 
面白いですか－との問いに－ハイ 

Ｐ２６－１億ドルのチャレンジを始めよう  
内容説明 

P－⑦－美しき島の不思議なクラブ－久米島ロー

タリークラブ ぜひお読みください。 

■ テーブルメイトＤ担当例会        

 
『会社の履歴書』 

杉山静一君 
 
 
 

昭和２６年初めて青島町の入札に参加させて頂

き、青島中学校の造成工事を落札させてもらい良

い教訓になりました。昭和３３年会社設立専務取

締に、昭和３３年社長に就任致しました。その後

建設ブームに乗り多くの建設工事を受注（業者が

少なかった為）、先ず県関係では県営住宅建築工事

で平島団地を初め８ヶ所の住民団地その他警察署

関係の諸施設を初め養護学校等諸施設の建設工事。

市関係では大洲、高洲、青島、西益津、葉梨、広

幡等の学校体育館の建築工事を初め、市の諸施設

を多数建設させてもらいました。ＪＡ関係では瀬

戸谷、広幡、稲葉、他多くの支店センターの建築

工事。郵便局関係では東益津、八幡、藤岡、他６

ヶ所の支店の建築工事を岡部町でも玉露の里を含

め、多くの諸施設、特にロータリーの会員の皆様

方からの受注。江﨑さんから毎英ビルを初め５ヶ

所の店舗、伊藤さんから工場倉庫他工事。大塚さ

ん、村松弘さん、増田さん、渡辺さん、土屋さん、

杉浦さん、中山さん、西野さん、青島克郎さん、

又橋本さんの口利で亀寿の里増設工事等多くの会

員の皆様方からご愛顧を頂き大変感謝いたします。

また、茶商椎茸商の皆さんからも特に西野さんの
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口利で○半若林商店、一言商店、朝日物産、茶商組

合静糧倉庫、岸茶店等多くの冷蔵庫、倉庫又開業

医等、川口医院、藤井医院、平井医院、大岩医院

他多数。又、歯科医では鈴木歯科、加茂歯科、中

島歯科、駒形歯科、他多くの歯科医院の皆さんか

らご愛顧を戴きましたが、時代の流れ世代交代等

世状の変化で受注工事が少なくなり苦しくてなり

ませんが、こんな時会員の皆様方の一層の御理解

と御協力をお願い致しまして卓話とさせて頂きま

す。有難う御座いました。 
 

 
 

『みかんの輸出』 

松葉 義之君 
 
 
 

ＪＡ大井川の発行する「おおいがわ」４月号に 
『対米輸出ミカン４０周年』の記事がありました。 
 昭和３７年頃からミカンの対米輸出が検討され 
産地各県で潰瘍病無病化に取り組み、昭和４３年 
輸出を開始しました。私も４年ほど出荷しました。 
最盛期には３６０ｔ余を輸出しましたが、種々 

の問題で西日本産地が次々と離脱して現在は藤枝 
市内葉梨西北地区のみとなりました。因みに昨年 
度輸出量は２２３ｔとの事でした。 
戦国時代の今川恵探（良真）の家臣で義元との 

相続争いに敗れ、帰農して葉梨の郷に住んだと云 
う私の先祖には、明治２年に焼津港から漁船で東 
京へミカンを出荷したと「藤枝市史」に出てくる 
長太夫、“種無し”のため何となし受け入れ難で 
あった「温州みかん」の導入に努力した先祖さま 
園地拡大した祖父長太郎、４年間の栽培共進会で 
農林大臣賞を受賞した父 今二、とミカンとの関 
わりが深いだけに、栽培から離れた今でもミカン 
関する記事には特に興味があります。 
 記事によりますと昨年から新たにタイ国への輸 

出が解禁され試験輸出を開始、またニュージーラ 
ンドへの輸出も再開されたとありました。 
多くの問題を抱えるミカン産業と思いますが、 

一度、独自の観点から見直しをして、当初本来の 
目的に沿って事業を展開し、新しい輸出先を開拓 
するなどして、この事業が一層拡充するよう期待 
しています。 
 

 
『医療費は伸びてい

るか』 
柳原 寿男君 

 
 

人口の高齢化が進むと医療費は上昇するといわ

れている。Ｈ１３年度３０、４兆円でＨ１８年度

３２、４兆円となっている。２兆円増加である。

その内訳として医科（病院、診療所）、歯科、保険

薬局と分けてみると、歯科はＨ１３年度より１８

年度の方が９００億円減少、一方、保険薬局は１

兆円５４億円増である。 
世界の医療経済界では、医療費上昇の原因を高

齢化よりも技術進歩の方を重要視している。 
此の４月分から、厚労省は高齢化による医療費

の伸びを理由に「後期高齢者医療制度」をスター

トさせている。７５才以上の高齢者だけを別の医

療保険制度に独立させ、医療内容の制限と保険料

の年金からの天引きをはかっているのが現状であ

る。 
  

 
 
 
 
 
 
 

（担当／青島克） 
 


